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　共同募金は、民間の社会福祉事業を支援するための募金として「社会福祉法」に位置付けられ、全国一斉に展開
されます。皆さまからお寄せいただいたあたたかい寄附金は、次のような地域福祉の充実のために役立てられます。

　県内の民間社会福祉施設や社会福祉団体等の福祉活動のために助成され、また、災害対策のための積立金と
なります。

１０月１日～３月３１日

　ひとり暮らし高齢者等見舞品贈呈、ひとり親家庭等中学校卒業祝金贈呈、災害罹災者への見舞金、地域福祉
活動の増進、ボランティア活動支援等に使われます。また各福祉団体の活動のために助成されます。

　市内にお住まいで援助や支援を必要とされる方への見舞金等に使われます。また、施設や地区の歳末事業に
対して助成されます。

地域の集い　いきいきサロン歳末ぜんざい交流会　阿月地区社会福祉協議会
　子ども会と共催でいきいきサロンを開催しました。クリスマス会とぜんざい交流
会を実施し、サイコロゲーム等を楽しみました。

・ひとり暮らし高齢者等見舞品贈呈
・柳井市老人スポーツ大会への助成　等

柳井市老人クラブ連合会 /健康料理教室

花育の会 /学習支援活動
超初心者スマホ講座

山口県の福祉のために 2,300,000 円

柳井市の福祉のために 5,100,000 円

◆高齢者福祉活動事業　 
288,000円

じぶんの町を良くするしくみ。赤い羽根共同募金運動

目標額  11,200,000 円
山口県の福祉のために 2,300,000 円

柳井市の福祉のために 5,100,000 円

地域歳末たすけあいのために 3,800,000 円

・市県民税非課税世帯児童生徒の入進学
　祝金贈呈
・子ども会活動への支援
・育児支援事業（絵本の読み聞かせ）
・子どもの学習支援活動
・保育協会柳井支部研修事業助成
・保護司会活動　等

・障がい者団体活動への助成　等

◆児童・青少年福祉活動事業　 
655,000円

◆障がい児・者福祉活動事業　 
138,000円

・高校生ボランティア活動への支援
・ボランティア活動への支援　等

◆ボランティア活動育成事業 
363,000円

・地域福祉を推進するための活動
・災害対策のための活動　等

◆地域助成による活動
250,000円

・災害罹災者への見舞金贈呈
・地域の福祉講演会開催の支援
・福祉員活動への支援
・災害対策支援事業
・福祉機器（車いす）、福祉車両整備事業
・いきいきサロン活動への支援　等

◆福祉育成・援助活動事業 
2,754,000円

・ひとり親家庭等中学校卒業祝金贈呈
・母子寡婦福祉連合会研修事業助成　等

ひとり親家庭への食料支援

◆ひとり親家庭の福祉のために　 
652,000円
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柳井市共同募金委員会（柳井市社会福祉協議会内）問い合わせ先
TEL: (0820)22-3800  FAX: (0820)23-1107

令和４年８月１２日～令和４年１２月２８日

令和４年８月１２日～令和５年   ３月３１日

令和４年８月１２日～令和４年１２月２８日

令和４年８月１７日～令和４年１２月２８日

令和４年８月山形県大雨災害義援金 （山形県）

令和４年８月新潟県大雨災害義援金 （新潟県）

石川県８月大雨災害義援金 （石川県）

令和４年８月３日からの大雨災害義援金 （中央共同募金会）

募集期間 義援金名

共同募金地域助成による活動

～ありがとうメッセージ～じぶんの町を良くするしくみ。

令和４年８月３日からの大雨災害の義援金を募集しています

松浦自治会自主防災会
　私達の地域には避難所となる公の施設が指定されておらず、
屋外での避難を余儀なくされています。屋外の避難所に必要
なテントや簡易トイレ等を整備し、避難訓練を実施しました。

いきいきサロン「あさひ会」
　プロジェクターを購入し、参加者全員が楽しめるクイズ・
脳トレ・軽体操等に取り組んでいます。皆さんが無理なく自分
にあった参加ができるよう、安心・安全で気楽な憩いの場を
提供していきます。

共同募金運動街頭募金活動

地域福祉向上のための活動

会場：ゆめタウン柳井（１０月１日）
赤い羽根ガチャガチャ募金

　運営委員さんのご協力により街頭募金を実施し、
38,683円の募金が集まりました。ありがとう
ございました。

　柳井縞モチーフの消しゴムをご提供いただきました。
ありがとうございました。

柳井商工高校の皆さん

避難訓練及び避難場所における必要備品の充実

地域福祉向上のための活動

共同募金運動街頭募金活動 赤い羽根ガチャガチャ募金
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超初心者向け スマホ講座を開催しました
　スマートフォン（スマホ）を身近に感じ、使い慣れることで、災害時等いざという時の情報
取得に役立てていただくことを目的とし、8/17・19・24・26 の４日間、市内６５歳以上の
方を対象とした超初心者向けスマホ講座を開催しました。２０名の方が参加され、慣れない
言葉や操作に戸惑いながらも柳井市の防災メールの登録や本会の LINE 登録をすることが
できました。

　高齢の方や障がいを持たれた方が住み慣れた地域で暮らしていくために、ゴミ出しや見守り
などをご近所同士で支え合う仕組みづくりに取り組んでいます。この度、支援をする人（サポー
ター）を対象とした講座を開催しました。

● 今までは電話しかできなかったのですが、数多くのアプリなど暮らしに役立つ使い方を
教えていただきありがとうございました。

● これからスマホの使い方を練習して楽しめるようになりたいです。
● 視野が広がってスマホが必需品になりました。

● 訪問サービスの費用の目安や、介護保険
制度で利用できないサービスを知ることが
できた。

● 介護サービスがいろいろあると分かり安心
いたしました。でも受ける日が一日でも長く
あるために介護予防に留意した生活を送りた
いと思います。

● 介護サービスの利用、窓口、タイミングが
説明できそうです。

● 介護保険制度についていろいろな施設の
違いや内容など具体的にあげられていて、
とても参考になりました。

～受講者の声（一部抜粋）～

生活支援体制整備事業 サポーター養成講座を開催しました

日積地区（介護サービスについて） 柳東地区（介護保険制度と施設紹介）
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　各地区社協のご協力により、昨年に比べ多くの地区で福祉員研修会を開催することが
できました。
　今年度は、福祉員の任期改選の年度でもあり、新任の方にも多くご出席いただきました。
また、民生委員・児童委員、自治会長の方々にもご参加いただき、顔合わせや担当地区
に分かれての情報交換を行うなど、今後の関係性の構築や地域福祉活動につながる機会
となりました。
　「福祉員、民生委員・児童委員、自治会長の三者で顔を合わせる機会はなかったので、
お互いに顔が分かって良かった」「こういった機会を作っていく必要がある」といったお声
もいただきました。
　今の世の中はお互いの顔が見え辛い状況です。このような状況であるからこそ、顔の
見える関係づくりが重要になります。今後も、こうした研修会等を通して、“共に支え合い
　えがおで暮らせる　福祉のまちづくり”を推進していきます。

各地区で福祉員研修会を開催しました

※福祉員や自治会長による事例発表、小地区に分かれて情報交換や顔合わせ等を実施しました。※福祉員や自治会長による事例発表、小地区に分かれて情報交換や顔合わせ等を実施しました。

◆柳東地区 ◆古開作地区 ◆柳北地区

◆中央・柳井津地区 ◆余田地区 ◆新庄地区

◆伊保庄地区 ◆阿月地区 ◆日積地区
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地区社協ニュース　No.24

余田地区社会福祉協議会
沖　永　佳　則

　毎年交互に神式
と仏式の形式で行
い、英霊を慰霊し
ます。令和４年度
は仏式で執り行い
ました。

　自治会や婦人会
の協力により自治
会等の小さな単位
で交流会を開催し、
親睦を深めていま
す。

　当協議会も所属
している余田地区
コミュニティ協議
会主催の夏の一大
イベントです。多
くの来場者で賑わ
います。

　余田地区は、人口1,396人、660世帯（令和４年9月末現在）です。温暖な気候に恵まれた
地域で、天然記念物「臥龍梅」はシーズンには多くの観光客が訪れます。
　また、地区内には、教育施設として余田保育園、余田小学校、柳井西中学校があり、医療施設
として坂本病院、老人介護施設として松風苑、まつかぜがあり、子どもから高齢者までの施設
が整っています。
　余田地区社会福祉協議会では、各種団体と連携を取りながら地域の支え合いやふれあい活動
を支援し、地域における福祉力の強化・活性化に努めています。
　例年、ページ下部でご紹介する活動を主に行っていますが、近年は新型コロナの流行もあり、
実施が難しかった地域行事もありました。今後も地域の皆さんの安全や安心を確保しながら、
徐々に活動を再開し、活気ある余田地区のために引き続き活動してまいります。

●戦没者慰霊祭

●ふれあい交流会

●余田地区コミュニティの夕べ（夏祭り）

会 長

主 な 活 動

　敬老行事として
毎年行っています
が、今年はコロナ
対策として対象者
への祝品配布に代
えています。

●余田地区敬老会

●入学祝い

　余田地区では、福
祉員(福祉員クラブ)
を中心に独居老人
給食サービス事業
を行っています。
また、民生委員を
中心に地域の見守
り、高齢者の入院

●ボランティアグループの活動支援

見舞い等の活動を実施しています。余田地区社協では
地域ボランティアグループの活性化が図れるよう研修
を行うなど、活動の支援をしています。

　余田小学校入学児童へ記念品（図書カード）を贈呈
します。令和４年度は９人の新入生を迎えました。
※そのほかにも、地域団体と協力するなどして、余田地区
　の地域福祉に資する活動を積極的に行っています。
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ボランティアサマースクール2022を実施しました
　３年ぶりにボランティアサマースクールを開催しました。市内の小学校４年生から６年生、21名の参加

がありました。感染症対策を行い、手話を習ったり、SDGsの一環でプルタブを利用してキーホルダー等

を作ったり、認知症サポーターの学習をしました。以下は参加者の声です。

●指文字がちょっと難しかったけど、楽しく
覚えられました。
●ろう者※の方とお話しできてうれしかっ
た。ろう者の方も私たちと何も変わらな
いと思った。
●自己紹介で自分の名前の表現ができて、
楽しかったです。

※聴覚に障がいがある方

８月３日
（水）

８月 4日
（木）

手話をおぼえよう

●自分のおばあちゃんや近所の人に、学ん
だ接し方で「認知症」になっても安心し
て暮らせるようにしたいです。
●認知症について、クイズで楽しく知れて
おもしろかったです。
● 私の知り合いにも認知症の人がいるの
で、やさしい対応方法を知れてよかった
です。

８月 5日
（金）

お年寄りにやさしくするために
～認知症サポーター養成講座～

●いつも捨てるプルトップから、きれいな
アクセサリーを作れたのでうれしかった
です。
●作ったキーホルダーをカバンに付けてい
ます。
●身近な物でもかわいい物が作れることが、
すごいと思いました。また、自分でも作っ
てみたいです。

おしゃれに SDGsに貢献

～指文字を学び、自己紹介をしてみましょう～

～プルトップを利用してキーホルダーを
                               作ってみよう～
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お礼とお知らせお礼とお知らせ
皆さまよりあたたかい善意をお寄せいただきました。ここに厚くお礼申し上げます。   

令和４年６月１日～令和４年９月末日（順不同・敬称略）

中繁　紀子（御母堂　明山　幾代　様）　[ 柳井 ]
香典返し・玉串料返しの部 特別会費　（１口：3,000円）

一般寄付の部 

あとがき　　　　　　　  　コロナ禍で３年目を迎え感染予防対策を徹
底しながら研修会や講習会が少しずつ再開されています。表題
の“共に支え合い　えがおで暮らせる　福祉のまちづくり”は
柳井市社協の基本理念です。市民の皆さまが幸せにすごせる
環境づくりに職員一丸となって頑張っています。（杉森定夫）

編集・発行

社会福祉法人 柳井市社会福祉協議会
〒742-0031 柳井市南町三丁目９番２号

柳井市総合福祉センター内

TEL (0820)22-3800　FAX (0820)23-1107
HP：http://yanaicityswc.wordpress.com
Mail：yanai-syakyo@themis.ocn.ne.jp

弘中　一郎 米 60kg
特定非営利活動法人　ダンデライオン 20,000 円
匿　名 8,774 円

囲碁同好会　　　　　　　１口　　いちごの会　１口
柳井市老人クラブ連合会　１口

https://yuwaen.net/

　高齢の方や障がいをお持ちの方などが、住み慣れた地域で安心して暮らし
ていけることを目的に、民間事業者、行政、市社協の三者で高齢者や障がい
者などを見守る「柳井市地域見守り活動」に取り組んでいます。民間事業者
が日常の業務を行う中で、郵便受けに新聞や郵送物が溜まっていたり、洗濯
物が数日間干されたままだったりといった異変を察知した場合は、速やかに
市役所や市社協へ連絡をしてもらいます。
　この度新たに「農業組合法人　ウエスト・いかち」が加わり、10 月 1 日
現在でご協力いただいている事業者は合計48事業者になりました。

通信アプリ LINEで福祉に関する情報発信中！
お友達登録は右のQRコードから！

柳井市地域見守り活動　協力事業者が増えました

左から市健康福祉部長、農業組合法人 ウエスト・
いかち　藤本幸一代表理事、市社協事務局長

歳末たすけあい募金による見舞金申請について
　市民の皆さまからのあたたかい募金は、市内の障がい者の方やひとり親世帯等を対象に安心して新たな年を
迎えていただけるよう見舞金として差し上げています。申請が必要になりますのでご注意ください。
申請期間：令和４年10月３日（月）～11月４日（金）　※詳しくは本会までお尋ねください。


